安全衛生改善計画（例）

１．事業の概要

 (1) 事業の種類     輸送用機械器具製造業

  (2) 資本金         ８００万円

  (3) 労働者数       男５０名   女１０名    合計６０名 （部門別に記載）

  (4) 事業の内容     

    ① 自動車部品、自動車関連部品等の製造

    ② 敷地 ３９１８㎡、建物延面積 ３８００㎡、ＲＣ造３階建１棟、同２階建２棟（工場・事務所・

       倉庫）

    ③ 主要機械設備

    フリクションプレス ５台、油圧プレス ２台、プレスブレーキ ２台、シャー ２台

    コンプレッサー、ボール盤、旋盤、溶接機、ベンダー、局所排気装置、ホイスト式天井

    クレーン、フォークリフト他（台数、能力等記載）

2． 安全衛生上の問題点

  (1) 災害発生状況 （過去３年間）
	
	令和３年
	令和４年
	令和５年
	計

	休業災害
	２
	３
	４
	９

	不休災害
	３
	３
	４
	１０

	計
	５
	６
	８
	１９


 (2) 問題点の概要 （施設、機械設備、環境等について記載）

        運転中の機械によるはまされ巻き込まれ、機械修理・調整・試運転中の災害が大半を

      占め、他は機械の取扱い又は運搬中の災害で、不安全設備及び作業者の不安全行動

      に問題ある。

 (3) 具体的問題点

1 リスクアセスメントを導入する。
2 機械設備の本質安全化を図る。

3 作業標準を作成し、作業者に周知徹底させる。

4 安全衛生管理体制を整備し、また、安全衛生教育を充実させる。

3． 安全衛生改善計画

(1) 計画の概要

       機械設備の本質安全化を図るため、機械の新設、改修を中心に併せてこれらに関

     連ある作業標準、安全衛生教育等について次のとおり計画する。

   (2) 具体的改善事項

                                                        総括担当者 ： 工場長

	改善項目
	計       画       内       容
	期    日
	見積額
	担 当 者

	１．リスクアセスメントの実施
	①工場内のすべての機械設備・作業について、　危険有害要因を洗い出す。
②リスクの評価と改善措置の検討・実施
	○○月から

準備・実施
○○月から

実施
	○○万円

○○万円
	安全・衛生管理者


	改善項目
	計       画       内       容
	期    日
	見積額
	担 当 者

	２．機械器具その他の設備の安全措置等について
全面的見直しと、これらの安全化を図るための改善
	①フリクションプレス５台のうち、２台を自動化されたプレスに取り替える。

②残る２台のプレスについて、フートペダル式から両手操作式に改善し、光線式安全装置を取付ける。
③機械のプーリー等回転部分の覆い（必要な箇所１２個所）
④前記の他、工場全体の機械設備を全面的に総点検するため、安全衛生委員会に専門部会を設けて計画的に点検し、第２次以降の改善計画を作成する。
	○○月末

○○月末
○○月末

（専門部会設置）

○○月末

（改善計画作成）
	○○万円

○○万円
未定
	設備課長

	３．作業標準の作成及びその具体的実施のための訓練
	①従前の安全心得の他に、次についての作業標準を作成する。プレス・クレーン・フォークリフト他
②作業標準は、安全衛生委員会に専門部会を設けて作成することとし、上記以外の対象についても逐次検討することとする。
③作業標準作成後、関係労働者に対し、実習を主体とした教育訓練を実施する。

    （訓練計画別途作成）
	· ○月末

（専門部会設置）

○○月末

（訓練開始）
	未定
	工務課長

	４．中間管理層・職長・新規雇入者に対する安全衛生教育等

の実施
	  （対象者）
①課長・係長
②職長
	（時間）
 ３時間
１２時間
	  （講師）      （資料）

安全管理士  未定

安全管理士  中災防図書
コンサルタント
	· 、○月

· 、○月

○、○月

入社時

計画表作成
	○○万円
	人事課長

	
	③一般作業員  ６時間    部長・課長   社内資料他

④新入社員    ６時間    部長・課長   社内資料他
⑤その他免許、技能講習等については、指定講習機関等で受講させる。(具体的な講習名を列記する)

· 対象別教育計画の詳細は、前項の作業標準の教

  育訓練と調整を取り別途作成
	
	
	

	５．安全管理組織の整備とその効果的運用
	①職制の安全衛生管理職務分担が現状では不明瞭な点があるので、これを見直し、細部に亘って具体的に担当事項を明瞭にする。

②各職制の職務の遂行状況に関し、毎月の安全衛生委員会において、各課長に報告させ、円滑な運用を図ることとする。
	○○月末

○月から実施
	未定
	副工場長

	６．安全点検制度の整備とその実施
	①従前の安全心得の他に、次について安全点検要綱（点検表、点検の時期、点検者、点検結果の措置）を作成する。
②安全点検担当者に対し、実習を含む点検要領の教育訓練（２時間）を実施する。
	○○月末

要綱作成次第
	未定
	設備課長

安全衛生

係長


   (3) 安全衛生コンサルタントの活用等

